
 

 

 

 12 月８日に行われた支部代表者会では、各部より本年度の事業報告を行いました。 

 

 総務部  ・資料センターの整理について 

      ・全事研セミナーについて（参加者への連絡徹底） 

    ・財務関係報告       ・広報活動報告 

    ・定年延長に関わる会費の見直しについて 

 研修部  ・第 51 回岩手県公立小中学校事務研究大会について（成果と課題） 

      ・第 52 回岩手県公立小中学校事務研究大会（令和７年 10 月３日（金） 

       発表支部～紫波・花巻・下閉伊） 

・第５回全体研修会（令和８年度） 

・第 53 回岩手県公立小中学校事務研究大会（令和９年度・発表支部～二戸・ 

和賀・気仙） 

 研究部  ・いわてのグランドデザイン～第２期みんなでできる実行策～について 

      ・県事研調査（級号給及び職名等調査）、全事研調査（全事研ＨＰ公開） 

      ・第 25 回東北地区公立小中学校事務研究大会岩手大会について 

 

 

 
 12 月８日、第２回支部代表者会に続き、令和６年度開催の東北地区公立小中学校事務研究

大会岩手大会拡大実行委員会を開催しました。 

 

はじめに、下村実行委員長より「各支部より実行委員を選出していただくことにはなりま

すが、岩手県の学校事務職員が全員で運営に参加する、というスタンスで参加していただき

たい。」との挨拶がありました。 

拡大実行委員会のなかでは、概要、実行委員会組織、予算案、各部の事業予定、今後の予

定について協議が行われました。 
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いよいよ「第 25 回東北地区公立小中学校事務研究大会」にむけて、具体的な全体像がみえ

てまいりました。かねてより募集しておりました大会のサブテーマ・シンボルマークが決定

しております。 

 

＜ 第 25 回東北地区公立小中学校事務研究大会 岩手大会 ＞ 

   

期   日：令和６年 10 月 10 日（木）～10 月 11 日（金） 

  会   場：盛岡市民文化ホール（マリオス） 

いわて県民情報交流センター（アイーナ） 

  大会テーマ：「創造しよう！学校事務の将来像を」 

～笑顔が広がる いい学校をめざして～ 

  分科会     第１分科会Ａ  アイーナ８０４ １７０名 

第１分科会Ｂ  小田島組☆ほ～る １７０名 

第２分科会  マリオスホール １７０名 

第３分科会（岩手） アイーナ８１２   ９０名 

 

＜ シンボルマーク ＞ 

2023 年 1 月 12 日にアメリカの The New York 

Times(ニューヨーク・タイムズ)が「52 Places 

to Go in 2023 (2023 年に行くべき 52 か所)」

を発表し、イギリスの首都ロンドンに続く 2番

目に盛岡市が紹介されました。外国人も、日本

人でも東北のことをよく知らないなか、（都会

から）ちょっと離れて、素晴らしい場所として、

今回の記事では盛岡市を「歩いて回れる宝石的

スポット」と高評価。東京から新幹線で数時間

で行ける便利さ、大正時代に建てられた和洋折

衷の建築美の建造物、盛岡城跡公園、「NAGASAWA 

COFFEE」「東家」「BOOKNERD」「開運橋のジョ

ニー」などが紹介されています。 

今大会のシンボルマークは、東北地区公立小

中学校事務職員研究協議会の合言葉でもある「東北は一つ」をイメージし、東北地方を中央

に岩手県を描き、周りには岩手山と一本桜、SL 銀河、詩人宮沢賢治、平泉金色堂、盛岡さん

さ踊り、カッパ淵、石割桜、旧岩手銀行赤レンガ館、チャグチャグ馬コを紹介しています。 

 

詳細は大会特設ＨＰでも紹介されております。 

http://www.iwatejimuken.sakura.ne.jp/touhoku/touhoku_top.html 

また、第一次案内は、実行委員会よりデータ配信にてお届けします。 

   

第 25 回東北地区公立小中学校事務研究大会岩手大会 

（兼 第４回岩手県公立小中学校事務全体研修会） 



 

 

 

 

 令和５年８月３日(木)～４日(金)に、第 55 回全国公立小中学校事務研究大会福井大会が現

地参集及びオンラインを併用したハイブリッド形式により開催されました。岩手県からの参

集参加もありました。参加者のなかから感想をお寄せいただきましたので紹介します。猛暑

のなか、遠方での研修おつかれさまでした。 

 

＜大会テーマ＞「 地域とともにある学校をつくるリーダーシップと組織開発 」 

－ みんながリーダー！子どもたちの「福」があふれる新時代の組織づくり － 

全体会会場：福井県福井市 フェニックス・プラザ 大ホール 

 

＊＊＊ 遠野市立宮守小学校 佐藤佳樹さん ＊＊＊ 

  第２分科会（奈良支部）へ参加 

「ささえる・つなぐ・ひらく」でやるシカない！！ 

 － まずは、できることからやってみよう！！ － 

 

 （感想）県外への出張命令票を初めて作りました。（修学旅行引率は除いて） 

     はやぶさ新幹線の取扱いが変わっていたことに気づき、通知を見返すなど、出発

前から戦っていました。 

     参加分科会では、事務職員に求められる役割について「ささえる・つなぐ・ひら

く」の三つの視点から意識改革への取組など一緒に考えるレクチャーディスカッシ

ョン（講演式討議）に参加しました。難しい内容でしたが、教育や学校運営への参

画が学校事務職員のテーマなのだ、と受けとめ、一生懸命聞いてきました。 

まずは、自分にできることからやってみようと思います。県外への大会参加は、た

いへん貴重な経験となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 令和６年２月 16 日（金）には、令和５年度第 30 回全事研セミナーが、東京都「北とぴあ

（さくらホール）」参集＋オンライン形式にて開催されました。岩手県からは、39 名が参加

しました。 

＜ 趣旨と内容 ＞ 

地域とともにある学校の在り方について共有し、子どもの豊かな育ちを支援する学校 

事務、そして、その実現に果たす事務職員・共同学校事務室の在り方について考察する機会 

とする。 

・講義Ⅰ「文部科学省行政説明」 

・講義Ⅱ「これからの学校、学校事務の在り方と事務職員・共同学校事務室に求められる役割」 

・全事研活動報告 

・講義Ⅲ「学校事務職員の専門職化に向けたロードマップ～ステークホルダーのジョイントア

クション～」 

  

第 55 回全国公立小中学校事務研究大会福井大会 

第 30 回全事研セミナー 



 

 

 

 

 令和６年度の事業予定をお知らせします。 

 

１ 岩手県公立小中学校事務職員研究協議会総会 

  令和６年４月下旬～５月上旬（表決送信期間） 

（令和５年度と同様にＷｅｂ開催） 

 

２ 第１回支部代表者会 令和６年６月 21 日（金） 於：都南公民館（予定） 

 

３ 東北地区公立小中学校事務研究大会岩手大会 

  令和６年 10 月 10 日（木）～10 月 11 日（金） 於：マリオス・アイーナ 

 

４ 第２回支部代表者会 令和６年 12 月６日（金） 於：都南公民館（予定） 

 

５ 全国公立小中学校事務研究大会（本部主管） 

  令和６年８月９日（金） 於：埼玉県 

 

 

 

  令和５年８月より 全事研役員としてご活躍されている 佐藤夏鈴さん を紹介します。 

  （令和６年１月にお聞きした内容です） 

 

盛岡市立永井小学校 佐藤 夏鈴 さん 

 ＜ 全事研での役職・役割は・・・ ＞ 

全事研では、財務部の理事として活動しています。 

会費収入の口座管理や２月に行われる全事研セミナーの会費の管理が現在の 

主な業務です。 

 

＜ 全事研役員としてスキルアップしたいことは・・・ ＞ 

   「つかさどる」事務職員を目指して、役員研修に参加し、他の役員の皆様から 

知識を吸収中です。 

   まずは、全事研の業務・環境に慣れるところから始めたいと思います。 

 

 

 

令和５年度最終号となりました。本年度も皆様のご協力のおかげで広報を発行することが

できました。お忙しいなか、ご対応いただきありがとうございました。 

今年10月には、12年ぶりに東北地区公立小中学校事務研究大会岩手大会が開催されます。

県事務研会員全員が運営スタッフです。東北をはじめ全国の仲間をお迎えし、また参加もし

ながら実りある大会にしてまいりましょう。 

全事研 役員の紹介 

令和６年度のお知らせ 

編集後記 


